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コンテンツ記述言語 BML を用いた 

データ放送の画面設計 
 

乙田 奈々  諏訪 敬祐 

データ放送とは，地上波デジタル放送のサービス内容の一つで，リモコンの d(データ)ボタンを押すことにより，視

聴している番組の関連情報や補足情報を表示し，提供する．また郵便番号を設定することにより，地域のニュースや気

象情報，交通情報などの生活情報も提供する．将来的には，インターネット接続が可能となり，テレビがパソコンの代

替の役割を果たすことが期待される．そこで，本研究は，テレビの世帯普及率の高さと，データ放送の視聴者に密着し

た情報提供という双方のメリットを活かして，現在配信されているデータ放送画面をもとに，情報弱者である高齢者の

情報取得・情報取捨選択の手助けをする高齢者向けのデータ放送画面の設計を行った．これにより，テレビ，地上波デ

ジタル放送並びにデータ放送が情報格差の解消のための有益なツールであることを明らかにした． 

 

キーワード：地上波デジタル放送，データ放送，BML  

 

１ はじめに 

１．１ 研究の背景 

従来のテレビ放送はUHF 帯とVHF帯を使ったアナログ

放送であるが，電波の有効利用やテレビ放送の高画質

化・高機能化を推進するため，今後，デジタル方式に移

行することが国によって定められた．デジタル化によっ

て，高画質化(ハイビジョン放送)や多チャンネル化，デ

ータ放送，移動受信(携帯電話など)向け放送などの新し

い放送サービスが可能になる．日本では2003年12月に

関東圏・中京圏・近畿圏の三大都市圏で地上波デジタル

放送が開始され，2006年以降，その他の地域でも随時開

始されている．地上アナログテレビ放送は2011 年７月ま

でに，BS アナログテレビ放送は 2011 年までに終了する

ことが，国の法令によって定められている． 

2006 年，ワンセグ携帯電話の発売や2011 年アナログ

放送終了のテレビCMをきっかけに，人々の地上波デジタ

ル放送への関心は急速に高まった．総務省の地上波デジ

タル放送の認知度に関する最新調査結果[１]によると，

全国の15 歳以上80歳未満の男女に対してリサーチを行

い，7269 件の回答を元に分析をしたところ，「地上波デ

ジタル放送を認知している人」は９割以上の93.9％に及

んでいる． 

地上波デジタル放送の目的には「周波数の有効利用」

と「高機能・高画質化」の他に，「家庭におけるITの進

展」がある[２]． 

世界的にデジタル化が進み，パソコン・携帯電話など

の携帯端末，また，インターネットやブロードバンドな

ど，デジタル技術を駆使した機器や通信サービスが人々

の日常生活に浸透している．その一方でデジタル化によ

って生じる情報格差という問題がある．若者や高学歴者，

高所得者などが情報技術を活用してますます高収入や雇

用を手にする一方，コンピュータを使いこなせない高齢

者や貧困のため情報機器を入手できない人々は，より一

層困難な状況に追い込まれている．いわば，情報技術が

社会的な格差を拡大，固定化する現象が情報格差である． 

そこで，世帯普及率の高い最も身近なメディアである

地上放送をデジタル化することにより，デジタルテレビ

を使って，子供から高齢者まで誰もが，簡単な操作で多

様な情報を入手し，活用することができるようになる．

家庭におけるITの進展により，放送と通信を意識するこ

となく誰でも，いつでも，どんな番組や情報にも簡単に

アクセスできるようになる．テレビは誰もが使える総合

情報端末，いわゆる家庭内の“ゲートウェイ"になりえる． 

 

１．２ 研究の目的 

以上の背景を踏まえ，本稿では，子供から高齢者まで

万人の生活の身近にあるテレビのデジタル化，すなわち

「地上波デジタル放送」の利用による情報格差の軽減を

提案する．地上波デジタル放送には，さまざまなサービ
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スがあるが，その中でも番組関連情報のみならず，地域

の気象情報，交通情報，生活情報を提供し，将来的には

インターネット接続も可能となり，視聴者に密着した有

益な情報提供が可能なデータ放送を取り上げる．テレビ

の高普及率というメリットをベースに，データ放送の情

報提供力のメリットを上手く活用することで，テレビの

デジタル化による家庭内の IT の進展に伴う情報格差の

穴埋めが期待できる． 

本研究は，地上波デジタル放送のサービスの中からデ

ータ放送に焦点を当て，既存のデータ放送画面をもとに，

情報弱者である高齢者の情報取得を手助けする高齢者向

けのデータ放送画面の設計を行うことで，情報格差の穴

埋めを促進することを目的とする． 

 

２ データ放送と B M L  

２．１ データ放送  

データ放送とは，テレビの放送波の一部を利用して，

文章やイラスト，写真などのデジタルデータを送る放送

方式である．テレビの映像，音声とは別の映像情報や音

声情報，文字情報を１つの画面上に表示する放送で，視

聴者がリモコン操作によってさまざまな情報を取り出す

ことができる．言ってみればTV 上で見るホームページの

ようなものである．地上アナログテレビ放送で行ってい

るテレビ文字多重放送(40kbps)に比べ，帯域が数十倍程

度広いので，文字だけでなく，画像や音声付きで内容の

濃いサービスが提供できる． 

サービス内容としては，通常番組とは別に，最新のニ

ュースや地域の天気予報を24時間提供するほか，調理番

組に連動したレシピ等，放送中の番組の内容に関する情

報を提供する．また，データ放送は各地の放送局から情

報を発信することができる．よって，地域独自のニュー

ス，詳細な気象情報，交通情報，生活情報，イベント情

報など地域に密着した情報提供が可能である． 

 

デジタル放送，データ放送に関する規格のうち，電波

法の適用を受けるものについては，省令，告示で定めら

れている．これらの省令，告示に沿った詳細運用は，ARIB

の規格(STD: Standard)，技術資料(TR: Technical 

Report)に規定されている． 

社団法人電波産業界(ARIB：Association of Radio 

Industries and Businesses)は通信・放送分野の電波利

用システムの標準化や，電波利用に関する調査研究など

を行う社団法人である．[３] 

データ放送画面は，各放送局が ARIB の規定した

BML(ARIB STD-B24)およびデータ放送運用規定(ARIB 

TR-B14)に基づき作成する．しかし，画面デザインや画面

遷移等の設計は，各放送局に委ねられた範囲である[４]．

データ放送画面例を図２．１，図２．２に示す． 

 

２．２ BML  

BML(Broadcast Markup Language)はARIB によって開発

された XML1.0 ベースのデータ放送向けのページ記述言

語であり，ARIB STD-B24で規定されている． 

XML は HTML と同じマークアップ言語なので，「タグを

用いて，情報を構造的に記述する」「テキスト表現により，

人間が内容を容易に読み取りことができ，書き込むこと

も比較的簡単である」という特徴を有している． 

BML は XML の応用言語だが，データ放送を制御する性

質上，Web ページの記述言語の HTML を XML 対応にした

「XHTML」という言語をベースに，動画・音声の制御を中

心とする拡張が図られている．この「XHTML」と

CSS(Cascading Style Sheets)の規格により，表現メディ

アの空間的レイアウトを設定することができる．しかし，

これだけではリモコン入力の対応や外部データを取り込

んで表示させるなどの動的な制御を行なうことができな

い． 

このような制御処理のために DOM(Document Object 

Model)，JavaScriptの標準規格であるECMA Scriptの規

格を取り入れている．これにより画面のどこに何をいつ

表示するかという空間／時間的提示の制御だけでなく，

図２．２ データ放送画面２ 

図２．１ データ放送画面１ 
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関連する番組やインターネットの URLを示すリンク，タ

イトルや本文などを示す構造の表現，操作ボタンなどの

ユーザインターフェースなどを規定することができる． 

インターネットにおいては動きのある提示を行なうホ

ームページの記述には，HTML 単独でなくダイナミック

HTML と呼ばれる HTML，CSS，Java Scriptなどの規格の

セットが用いられており，その意味ではBMLもダイナミ

ックHTMLとよく似ていると言うことができる． 

将来的には Java 言語によるプログラムの実行環境な

どの導入も予定されている． 

 

BML の記述例[５]を以下に示す． 

 

<object date = "strawberry.jpg" 

type = "image/jpeg" 

style="left:200;top:20;width:320;height:320;"></ob

ject> 

<p style = "left:200; top:350; width320; height:48; 

color:blue; font:gothic;“>コンテンツ記述言語

BML</p> 

 

タグはBML の規則で決められており，objectは動画や

静止画，音声情報の表示を，p は文字の表示を示す．タ

グのあとの dataや styleなどは，モノメディアのファイ

ル名や提示する座標や色などを指定する． 

 

２．３ BML 作成環境 

BMLファイルはHTMLファイルと同様にテキストエディ

タで作成し，ブラウザで表示させる． 

・テキストエディタ 

BML ファイルを作成する場合は，EUC 対応のテキスト

エディタを使用する．本研究では，フリーソフトの

TeraPad Ver.0.91 を使用した． 

・ブラウザ 

テキストエディタで作成したBMLファイルの表示状態

を確認するためには専用のBMLブラウザソフトが必要

である．しかし，BMLブラウザはホームページの HTML

ブラウザとは異なり，放送局のプロ向けのものばかり

で価格も数十万～数百万円もするのが普通である．そ

こで，本研究では「BML コンテンツ開発ハンドブック」

[６]付録の BMLブラウザgiggleを使用する． 

 

３ データ放送画面の作成  

３．１ 基準となるデータ放送画面の選定 

作成する高齢者向けデータ放送画面は，DVD レコーダ

ーに標準のリモコンとは別に簡易リモコンがついてくる

のと同じように，標準のものに付属する形とし，視聴者

が自らの能力に合った画面を選択できることを目的とす

る．現在，配信されているデータ放送はテレビ放送ある

いは音声放送を視聴中にリモコンの d(データ)ボタンを

押して視聴し，データ放送画面で d(データ)ボタンを押

すとテレビ放送あるいは音声放送のみの画面に戻る．高

齢者向けデータ放送画面は，このテレビ放送画面とデー

タ放送画面に加えて，d(データ)ボタンによって遷移する

ものと想定する．d(データ)ボタンでの画面遷移を図３．

１に示す． 

高齢者向けデータ放送画面は，現在配信されている民

放局のデータ放送の中から１つを選定し，そのデータ放

送画面を高齢者向けに改良することで作成することとし

た． 

放送画面を選定するにあたり，配信されている民放局

のデータ放送画面の操作を行った．民放局のデータ放送

への取り組みには大きな差があり，データ放送画面も多

種多様である．そこで， 

・高齢者が多くの情報の中から必要な情報を取捨選択

することを目指す 

・多くの情報の中から取捨選択する方が画面や操作が

複雑になり，欲しい情報に辿り着くのが困難である 

という観点から，最もメニューコンテンツの豊富な

TBS テレビのデータ放送画面を基準とすることにした．

図３．２が TBSデータ放送画面である． 

 

 
テレビ 
放送画面 

テレビ 
放送画面 

データ 
放送画面 

高齢者向け 
データ放送画面 

データ 
放送画面 

d ボタン d ボタン 

d ボタン 

 

図３．１ データ放送画面遷移 

 
図３．２ TBSデータ放送画面［７］ 
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３．２ データ放送画面表示操作の課題 

データ放送はホームページのリンクのように，画面遷

移によって情報から情報へと移動し，より詳細な情報や

関連する情報の取得が可能である．それに伴って操作も

広範囲にわたる．本研究は，高齢者の情報取得や，多く

の情報の中から必要な情報を取り出す情報の取捨選択の

手助けを目的とするので，改良は d(データ)ボタンでデ

ータ放送画面を表示した後，「メニューコンテンツから欲

しい情報があるメニューを選び，各情報のページにジャ

ンプするまでの操作」に焦点を絞る． 

実際に操作を行って気になった課題点は以下の３点で

ある． 

１）メニューコンテンツの量に表示領域が狭い．また，

文字が小さく，見づらい 

２）画面を表示して最初にどこに着目するか（現在のカ

ーソル位置）が分かりにくい 

メニューコンテンツの表示領域が狭く，文字が見づ

らく，目に付きにくいため，カーソル位置が分かり

にくい．また，その需要の高さから表示されている

気象情報やニュースや，目を惹く広告が表示されて

いる領域の方が広く，そちらに目線が行きやすい．

このため，カーソルを探し出す障害になっている． 

３）リモコンのどのボタンで次の動作に移るのかが予測

できない 

カーソル位置が分からないと，次にどのような操作

をして良いか，目的の情報に移るにはどう操作すれ

ば良いかが分からない．また，リモコンのボタンに

関しても，アナログ放送ではなかったボタンが多数

あり，その分だけボタンの数が増えているので操作

の際にサポートがある方が良いと考える． 

 

３．３ 改良点 

先に述べた３点の課題を踏まえ，高齢者向けのデータ

放送画面のデザインを行う．改良を行うのは以下の４点

である． 

１）メニューコンテンツの量に対して表示領域が狭い．

また，文字が小さく，見づらい． 

→１）番組本編画面の領域を縮小することで，メニュ

ーコンテンツの領域・文字を拡大する 

データ放送画面の番組本編画面の領域に関しては規定が

ないため，拡大縮小が可能である 

２）カーソルの位置が分かりにくい． 

→２）フォーカスの当たっているメニューコンテンツ

の文字の大きさを拡大する 

３）リモコンのどのボタンで次の動作に移るのかが予測

できない． 

→３）現在のカーソル位置から操作可能なリモコンボ

タンを図示する 

４）文字による操作補助を可能とする 

現在，配信されているデータ放送画面で気象情報，ニ

ュース，広告が表示されている領域を利用して，次の動

作で使用するリモコンボタンの図示と文字による操作補

助を行う．また現在のカーソル位置からも使用可能なボ

タンを文字で示し，操作補助を行う． 

 

３．４ BML によるデータ放送画面の作成 

現在配信されているTBS のデータ放送画面をBMLで作

成した．図３．３に示す． 

気象情報，ニュース，広告の領域は改良の際に使用す

るため作成は割愛する．実際には指定した位置に文字と

画像の配置することで，情報・広告の表示が行われてい

る．自ら作成したTBS のデータ放送画面のプログラムを

基に，改良点を盛り込みデザインした高齢者向けデータ

放送画面をBML で作成し，リモコン入力による動作確認

を行った．作成したデータ放送画面を図３．４に示す． 

 

 

 
図３．３ 作成したTBSデータ放送画面 

 

 
図３．４ 高齢者向けデータ放送画面 
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 画面左にリモコン画像を表示し，操作に使用するボタ

ンを□で囲んで表示している．その下に操作説明を表示

している．リモコン画像にはシャープの液晶テレビ

「AQUOS」のリモコンを使用した．高齢者向けデータ放送

画面と改良点を図３．５，図３．６に示す． 

 

３．５ 結果と考察 
本研究では，明らかにした課題の一つ一つに対して打

開策を考え，画面の作成を行った．現在のデータ放送画

面と比較して， 

・単純に領域や文字の拡大によって視覚的に見易くする 

・次への動作に必要なボタンを表示し，操作の道案内を

行う 

という２点で，操作する際の行き詰まりを軽減し，必

要な情報に辿りつくまでの手助けとなる画面の作成がで

きた． 

自らデータ放送を操作する以前は，高齢者が必要とす

る情報や高齢者にとって有益な情報を，質も量もできる

だけ多く提供したい，高齢者(情報弱者)が豊富な情報を

手にすることで生活がより豊かになるという考えのみで

あった．しかし，実際にデータ放送を操作する際に，メ

ニューコンテンツの量に差があるさまざまな放送画面を

操作し，情報量が多ければ良いという訳ではなく，多く

の情報の中からいかに必要な情報を取り出すかが大切で

あると感じた．メニューコンテンツが少ない放送局は画

面も操作もシンプルで分かりやすい．しかし，提供する

情報量は限られる．逆に多い放送局は画面も操作も複雑

になるが，提供できる情報は豊富である．本研究で目指

すのは双方の長所を生かし，画面や操作が分かり易く，

かつ提供できる情報(視聴者が取捨選択できる情報)が多

いデータ放送画面にどれだけ近づけられるかであると考

え，改良点の洗い出しと放送画面のデザインを行った．

また，実際に操作することや使う人の視点で対象を見る

重要性も再認識することができた．ここが高齢者向けデ

ータ放送画面を設計する上でターニングポイントであっ

たように思う． 

情報弱者である高齢者の情報収集・情報の取捨選択の

手助けとなるデータ放送画面を作成し，世帯普及率の高

いテレビとデータ放送の活用は情報格差の穴埋めに非常

に有益なツールであることを実感した． 

 

４ おわりに 

４．１ まとめ 

本研究は地上波デジタル放送というテレビのデジタル

化への関心から始まり，テレビと地上波デジタル放送の

サービスの１つであるデータ放送の活用により情報格差

の穴埋めを試みている．まず，現在配信されているデー

タ放送の課題を洗い出し，改良を加えた放送画面をデザ

インし，BML によりデータ放送画面を構築した．この結

果，実際に放送されているデータ放送によりできる限り

近い形で「高齢者向けデータ放送画面」を設計すること

ができた． 

 

４．２ 今後の展望 

今後の展望については以下の５つの項目が挙げられる． 

１) 作成したデータ放送画面の実演，アンケート 
作成したデータ放送画面を高齢者に操作してもらい，

操作に関するアンケートを取ることで，より視聴者・使

う人の生の声が得られる．それを踏まえてデータ放送画

面の改良・設計を行う． 

２) 画面遷移への対応 
今回はデータ放送画面から必要なメニューを選ぶとい

う一番始めのステップの操作のみに焦点を当てた．より

詳細な情報に辿り着くためには画面遷移によって情報を

選択していき，情報から情報への移動が必要である．そ

れに伴って操作も増えるため，操作補助の範囲は多岐に

わたる． 

 

図３．６ 高齢者向けデータ放送画面の改良点２

メニューコンテンツの領域

番組本編画面の領域を縮小 

文字による操作

リモコンボタン図示 

フォーカス領域と文字を拡大 

操作可能なリモコンボタンを表示 

図３．５ 高齢者向けデータ放送画面の改良点１
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３) カラーボタンの活用 
地上波デジタル放送の規定のリモコンの特徴に，青，

赤，緑，黄の４つのカラーボタンがある．本研究で選定

したTBSのデータ放送画面ではメニューコンテンツを選

ぶ際にカラーボタンを使用しないタイプだったため，改

良には用いなかったが，視覚的にも分かりやすいカラー

ボタンの使用は操作容易性を高めると考えられる． 

４) リモコン 
データ放送画面と共にデータ放送のユーザインターフ

ェースであるリモコンのデザインは操作容易性を左右す

る極めて重要なものである． 

５) 携帯電話端末向けワンセグのデータ放送画面 
地上波デジタル放送で配信されるデータ放送画面と携

帯電話のワンセグで配信されるデータ放送画面は全く別

のデザインである．ワンセグのデータ放送も情報格差の

穴埋めの促進に繋がる要素を持つ可能性は十分にある． 

 

また，各放送局でのデータ放送への取り組みに大きな

差が生じているのが現状である．今後，地上波のデジタ

ル放送完全移行によって放送局のデータ放送への取り組

みが本格化したり，新たなサービスが生まれたりするこ

とが予測される．それに伴うデータ放送の操作容易性の

追求は必要不可欠と考えられる． 
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